質疑集

Ｑ１　新型コロナワクチン接種は強制ですか。
（答）　強制ではありません。基本、接種同意があった方しか接種できません。

Ｑ２　新型コロナワクチンの薬剤メーカーはどこですか。
（答）　米国のファイザー製となります。

Ｑ３　入所者と従事職員を施設内で同時接種を考えていますが、全員の同意を取る必要がありますか。
また、一部の方が接種に不同意した場合は、同意した方の施設内での接種はできなくなりますか。
（答）　最終的には同意が得られないと接種ができません。
　施設内同時接種にあたっては、施設ごとのワクチン確保が第一となりますので、この確保体制のために、まずは今回通知しています内容にて準備を進めていただくことになります。
同意を得るタイミングですが、入所者は、遅くても接種までに。従事職員は、市へ名簿等の届出をする前に、一旦は同意確認を行っていただく必要があります。
なお、施設側が、入所者及び施設従事職員の施設内同時接種を方針決定しても、最終的に接種するかどうかの判断（希望）は被接種者個人に委ねられます。
また、一部の方が不同意であっても、施設内接種は可能です。不同意の方は、後日、個人で接種手続きをしていただくことになります。

Ｑ４　施設内接種の場合の「同意」の取り方を教えてください。
（答）　施設内で接種する場合の同意の取り方ですが、まず、入所者については、本人の意思確認可否と接種券の送付先ごとで対応を変える必要があります。
①本人の意思確認が取れる状態でかつ、接種券の送付先が施設の場合。
　　　　住民基本台帳（以後、「住基」と略称します。）に登録のある市町村から接種券が施設に送られてきます。予診票も同時に送られてきますので、この予診票内に同意確認する欄がございます。本人に確認の上、署名（自署が不可なら代筆可能）してください。なお、本人に意思確認が取れたとしても、家族へ連絡をすることをお奨めします。なお、家族が反対した場合は、不同意扱いとした方がよいかもしれません。
②本人の意思確認が取れる状態でかつ、接種券の送付先が施設以外の場合。
　接種券が送付されている先（主に入所前の所在地と想定されます。）から接種券を取り寄せることになるかと思います。前段で、入所者本人に接種の意思確認を行った上で、家族に施設内接種実施の説明を行い、接種券と予診票を施設に持参するよう依頼してください。同意確認欄は入所者の署名ですが、家族、施設代筆も可能です。なお、家族が反対した場合は、不同意扱いとした方がよいかもしれません。家族不同意の場合は、接種券と予診票の取り寄せは不要となります。
③本人の意思確認が取れない状態でかつ、接種券の送付先が施設の場合。
　家族に連絡を入れて施設内接種の説明を行い、同意確認を取ってください。同意が得られれば、同意確認欄に署名（自署が不可なら代筆可能）してください。同意が得られなければ、不同意となります。
④本人の意思確認が取れない状態でかつ、接種券の送付先が施設以外の場合。
　接種券が送付されている先（主に入所前の所在地と想定されます。）から接種券を取り寄せることになるかと思います。本人の意思確認が取れないので家族に連絡を入れて施設内接種実施の説明を行い、同意確認を取ってください。同意確認欄は家族の署名がいいですが、施設代筆のも可能です。同意反対であれば、不同意となります。家族不同意の場合は、接種券と予診票の取り寄せは不要となります。

次に施設内接種に従事職員も含める場合ですが、まずは市への従事職員接種名簿の提出が必要なります。当然ながら“接種を希望する従事職員”のみになりますので、市へ名簿を提出する段階で同意の確認を取る必要があります。
その後、名簿掲載者分の「接種券付き予診票」が柳川市から施設に送付されます。その「接種券付き予診票」を、事前同意を得ていた従事職員に配付する段取りになりますが、この予診票内の接種同意欄に署名があっての最終同意となります。
ただし、名簿掲載段階では接種に同意はしていたけれど、よくよく考えて接種は見送るということもないとは言えません。その場合は、接種から除外となりますので、「接種券付き予診票」を市へ返却してください。

Ｑ５　接種券が送られてくる時期はいつ頃ですか。
（答）　柳川市は、柳川市の住民基本台帳（以後、「住基」と略称します。）に登録がある方へは4月末までに発送予定としています。
[bookmark: _GoBack]　　　　なお、4月末までに送付する分は、優先接種対象者（高齢者）のみです。高齢者の次の優先順位者「基礎疾患を有する者」、「高齢者等施設等の従事者」、「60-64歳の者」は今のところ未定です。
注意点として、施設入所者の方は、住所を施設に異動していない方も多いかと思われます。この場合、接種券は、住基上の住所に送付されます。
なお、接種券を発行する市町村は、住基上の住所地の市町村が発行することになります。一例として挙げますと、柳川市に住所がある場合は、柳川市。みやま市に住所がある場合は、みやま市が発行します。
従事職員の接種券も上記と同様です。ただし、施設内で入所者と同時接種を希望（同意）する場合は、住所が柳川市内、市外問わず、柳川市が「接種券付き予診票」を施設へ送付いたします。
Ｑ６　施設内接種を考えていますが、嘱託医がいません。
（答）　嘱託医がいない場合は、市の方で施設巡回医を調整します。
　　　　なお、嘱託医がいても、施設内接種を引き受けて頂けない場合は、上記の施設巡回医を調整して対応することになります。

Ｑ７　施設内接種を考えています。嘱託医はいませんが協力医にお願い可能ですか。
（答）　協力医でも可能です。嘱託医の場合と取り扱いは同じです。

Ｑ８　有料老人ホーム内にデイサービス事業所を併設していますが、デイサービス事業所の利用者、従事職員も有料老人ホームで実施する施設内接種に含めてもらえますか。
（答）　説明書の１ｐに掲載に対象施設を掲載しています。そちらをご参照ください。
ちなみ、この質疑のケースですと、有料老人ホームは「高齢者入所施設等」に該当します。この高齢者入所施設等に併設しているデイサービスの従事職員も施設内接種の対象になりえます。ただし、利用者は対象外となります。

Ｑ９　高齢者入所施設等の従事職員ですが、いちはやくワクチン接種をするにはどうすればよいですか。
（答）　高齢者入所施設等の従事職員の接種順位は高齢者の次となります。したがいまして、通常接種では高齢者より先に接種できないということになります。
ただし、高齢者入所施設等の入所者と施設内同時接種を行えば、接種順位が高齢者と同位になり、通常接種よりも早く接種できることになります。
なお、施設内同時接種の方針決定は施設側に委ねていますので、全ての高齢者入所施設等が施設内同時接種を行うわけではありませんのでご留意ください。

Ｑ１０　高齢者入所施設等の入所者、従事職員が施設内接種を行わなかった場合は、接種はどうなるのですか。
（答）　高齢者入所施設等の入所者、従事職員が施設内接種を行わないケースはいくつかあります。
例えば、施設側が施設内接種実施を見送った、被接種者の同意が得られなかった、接種時に体調不良で接種できなかった、といったことが考えられます。
したがいまして、施設内接種以外は、基本、個人接種となります。

